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リニューアル

　12 月の土・日曜日に小野川にて初の試みと
なる週末ナイトクルージング「師走クルーズ」が
行われました。参加者は、舟に揺られながら
夕食と芸術鑑賞を楽しんでいました。
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サツマイモを
おいしくする魔法

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
え
ば
秋
。
で
も「
ね
っ
と
り
甘
く
」な
る
の
は
、
２
月
ご
ろ
だ
と
知
っ
て

い
ま
す
か
。
市
は
、
農
業
産
出
額
全
国
４
位
の
サ
ツ
マ
イ
モ
産
地
。
市
内
で
も
一
番
生
産
さ
れ
て
い
る

べ
に
は
る
か
は「
ね
っ
と
り
系
で
濃
厚
な
甘
さ
」が
人
気
で
す
。
し
か
し
、
収
穫
直
後
の
べ
に
は
る
か
は
、

甘
味
も
控
え
め
で「
ほ
く
ほ
く
」し
た
食
感
。
収
穫
か
ら
４
カ
月
貯
蔵
し
て
、
甘
み
が
強
く「
ね
っ
と
り
」

と
し
た
お
芋
に
変
化
す
る
の
で
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
を
お
い
し
く
す
る
貯
蔵
の
ヒ
ミ
ツ
を
ご
紹
介
！

問問 

農
政
課　
☎

（50）
1
2
5
8

　古くから行われている貯蔵方法で、地中深
くは温度が15℃前後になる特性を利用してい
ます。

甘さのヒミツ

　収穫したばかりのサツマイモは、2～3
割のデンプンを含んでいます。これを13
～16℃で貯蔵すると、デンプンの一部が
ショ糖に変化し、甘みが増します。さら
に、加熱すると残ったデンプンに酵素が
作用し麦芽糖を生成してくれます。サツ
マイモの甘味は、貯蔵中に生成されたショ
糖・ブドウ糖・果糖の3糖と、加熱で生成
された麦芽糖の合計量で決まります。

食感のヒミツ

　サツマイモの食感は、加熱
後に分解されずに残ったデン
プンの量で決まります。デン
プンが多いと粉質で「ほくほ
く」に、4カ月ほど貯蔵し、
デンプンが糖に変わっている
と「しっとり、ねっとり」と
なります。この変化は品種に
よって大きく異なります。

甘さを引き出すためのヒミツ

　サツマイモを甘くしてくれる酵素
「β-アミラーゼ」は、サツマイモの中
心温度が約70℃で最も活発に働きま
す。油で揚げたり、電子レンジなどに
よる5～10分程度の短時間で高温にな
る加熱では、甘味が弱く食感は粉質傾
向に。蒸し芋や焼き芋など30分以上
時間をかけて加熱すると、甘味が強く
食感は粘質傾向になります。

サ
ツ
マ
イ
モ
が

お
い
し
～
く
な
る
ヒ・ミ・ツ

上手に保存する三つのルール
冷蔵庫を避けましょう。サツマイモは寒
さと乾燥に弱い野菜です。冬場は、常温
で保存を。

密封は避けましょう。１本ずつ新聞紙で
包み、数カ所穴を開けた紙袋や麻袋、段
ボールなどに入れるのがオススメです。

風通しが良く、直射日光に当たらない場
所で保存をしましょう。保存期間は1カ
月が目安です。

ルール1 ルール2 ルール3

ルール1 ルール2 ルール3

ルール1 ルール2 ルール3

深穴・溝穴貯蔵

広報かとり　令和6年2月号 2



　
こ
れ
ま
で
は
、
深
穴
や
溝
穴
で
の
貯

蔵
が
一
般
的
で
し
た
が
、
安
全
性
や
作

業
効
率
、
温
度
管
理
な
ど
が
難
し
く

一
部
腐
敗
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
ハ

ウ
ス
内
貯
蔵
や
室
内
簡
易
貯
蔵
、
専
用
貯

蔵
な
ど
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
特
に
専
用
貯
蔵
は
、
作
業
効
率
が
上
が

る
だ
け
で
な
く
、
腐
敗
の
発
生
率
を
抑

え
、
長
期
保
存
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
通

年
で
安
定
し
た
出
荷
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
は
生
産
者
の
規
模
拡
大
の
推
進
と
周

年
出
荷
体
制
の
整
備
に
よ
る
生
産
・
販
売

力
の
強
化
を
図
る
た
め
「
さ
つ
ま
い
も
生

産
拡
大
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
を
創

設
し
、定
温
貯
蔵
庫
の
導
入・
整
備
な
ど
の

補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
市

で
は
、
独
自
施
策
と
し
て
対
象
事
業
費
に

10
％
の
上
乗
せ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
は
こ
れ
ら
を
利
用
し
た

貯
蔵
庫
が
7
棟
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
さ
ら
な
る
産
地
強
化
に
向
け
た
支
援
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

　物置などに断熱材や調湿シート、換気扇などを設
置する簡易貯蔵庫や、低温エアコンを装備した専用
貯蔵庫を利用する貯蔵方法。

　ハウスを利用して、保温材で囲ったり、地下
室を掘ったりする貯蔵方法。

定温貯蔵（室内簡易貯蔵・専用貯蔵） ハウス貯蔵

サツマイモを貯蔵するためには、
温度や湿度が重要で、上手に貯蔵しないと、
品質が低下したり傷んでしまったりします。

温度13～16℃、湿度90～95％の好条件で貯蔵する
さまざまな方法があります。

伊藤 友則 市長

広報かとり　No.3473



　原則スマートフォンでの作成になります。
相談・申告できること
①令和5年分の確定申告
②�令和5年分以外の確定申告（期限後の申告）
③修正申告、更正の請求
④�青色申告、消費税申告、贈与税申告、先物取
引の申告、株式や土地建物の譲渡収入の申告
⑤住宅借入金特別控除（1年目）
⑥作成済みの申告書の受け付け

開設期間  2月16日㈮～3月15日㈮（2月23日㈷は開設しません）

開設期間  2月16日㈮～3月15日㈮（2月23日㈷は開設しません）
相談・申告できること
▶令和5年分の確定申告（上記②③④⑤を除く）
▶作成済みの申告書受け付け
▶市県民税の申告（確定申告する人は不要）

休日申告相談：2月25日㈰　8時30分～17時
※市役所・いぶき館のみ実施

市県民税（住民税）、所得税の申告を受け付けます
税の申告始まる

会場 開設曜日 時間
佐原税務署
☎(54)1331 月～金曜日 9時～17時

（受付8時30分～16時）

会場 開設曜日 時間 受付人数
市役所
5階大会議室
☎(50)1242

月～金曜日
※2/25㈰は実施

【午前の部】　
8時30分～正午
（受付11時30分まで）
※正午〜13時は受領のみ

【午後の部】
13時～17時
（受付16時まで）

140人

いぶき館
3階304研修室
☎(82)1111

月～金曜日
※2/25㈰は実施 120人

山田支所
1階会議室
☎(78)2111

月・水・金曜日 50人

さつき館 
2階201研修室
☎(75)2111

火・木曜日
※2/16㈮、
　3/15㈮は実施

50人

税務署での申告は入場整理券が必要です。
入場整理券は税務署で当日配布、または国

税庁LINE公式アカウントで事前配布（利用には友だ
ち追加が必要）。配布状況により早めに受け付けを
締め切る場合があります。 ▲友だち追加は

コチラ

 申告に必要な書類など

□✔ 本人確認書類 マイナンバーカード（ない場合は通知カードと身元確認のできるもの）

□✔ 収入が分かるもの ・給与や年金の源泉徴収票（原本）
・農業や事業収入は、売上額や仕入れ額、経費などを集計した資料

□✔ 控除するものが
　 分かるもの

・国民年金の支払い証明書、生命保険・個人年金・地震保険などの控除証明書など（全て原本）
・国民健康保険税、介護保険料などの支払額が分かるもの（納付書や通帳）
　※年金の源泉徴収票に記載されている場合があります
・医療費控除は、医療費の額などをまとめた医療費控除の明細書
　�※一定の項目が記載された医療費通知（健康保険組合などが発行する「医療費のお知らせ」など）を
添付すると明細の記載を省略できます

□✔ 口座が分かるもの 通帳などの申告者本人の銀行口座が分かるもの（還付が生じた場合に必要）

□✔ 前年の申告書や収支内訳書などの控え、令和5年分確定申告のお知らせ（税務署から届いた人のみ持参）

税務署での相談・申告

▼
▼

▼
3月15日㈮

2月16日㈮

市役所・各支所の相談受け付けは当日
先着順です。相談受付人数を超える場

合、早めに受け付けを締め切る場合があります。

CHECK

CHECK

市役所・各会場での相談・申告

広報かとり　令和6年2月号 44



　申告の際、介護保険に関する費
用のうち医療費控除として使える
介護サービス費用とおむつ代は次
の通りです。

介護サービス費用
　右表を参照ください。同月に医
療系サービスと併用する場合に対
象となるものもあります。

おむつ代
　寝たきり状態で治療上おむつが
必要な人は、医師が発行した「お
むつ使用証明書」を添付し控除を
受けてください。
　なお、この控除を受けるのが2
年目以降で、要介護認定を受ける
時の書類から寝たきり状態などの
要件が確認できる場合は、市が交
付する確認書で医師の証明書に代
えることができます。高齢者福祉
課・各支所介護保険担当窓口で確
認し、申請ください。

 高齢者福祉課　☎（50）1208

日時　2月22日㈭・27日㈫　9時30分〜15時30分
場所　佐原商工会議所3階第3会議室

 2月2日㈮までに電話で
　 （一社）香取青色申告会　☎（54）5041

日時　2月11日㈷　12時30分〜
場所　コンパス、佐原地域市街地（パレード）
出演　�佐原高校吹奏楽部、千葉敬愛高校マーチングバ

ンド部、市内高校生など
問 佐原税務署　☎(54)1331

税務課　☎（50）1242
佐原税務署　☎（54）1331
申告や国税に関する質問・相談
国税相談専用ダイヤル　☎0570（00）5901

e
イータックス

-Tax が便利
　マイナンバーカードとスマートフォン

（マイナンバーカード読取対応のもの）が
あれば、時間、場所を問わ
ずe-Taxによる申告書の作
成・提出ができます。

申告準備は自宅で
　農業や営業などの事業所得の収入や経費のまとめ
計算、医療費控除の明細書の作成は、自宅で済ませ
てから来場ください。
譲渡所得があった人
　令和5年中に株式・土地・建物などを譲渡または交
換した人は、譲渡所得の申告が必要ですので、佐原
税務署で申告してください。

問
い
合
わ
せ

▲詳細はコチラ

① 訪問看護（介護予防含む）
② 訪問リハビリテーション（介護予防含む）
③ 居宅療養管理指導（介護予防含む）
④ 通所リハビリテーション（介護予防含む）
⑤ 短期入所療養介護（介護予防含む）　※老健施設など

⑥ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護
※一体型事業所で訪問看護を利用する場合

⑦ 看護小規模多機能型居宅介護　
※上記の居宅サービスを含み、生活援助中心型訪問介護は除く

⑧ 介護老人保健施設
⑨ 介護療養型医療施設
⑩ 介護医療院
⑪ 訪問介護　※生活援助中心型は除く

★1

⑫ 夜間対応型訪問介護
⑬ 訪問入浴介護（介護予防含む）
⑭ 通所介護
⑮ 地域密着型通所介護
⑯ 認知症対応型通所介護（介護予防含む）
⑰ 小規模多機能型居宅介護（介護予防含む）
⑱ 短期入所生活介護（介護予防含む）　※特養ホームなど

⑲ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護　
※一体型事業所で訪問看護を利用しない場合および連携型事業所に限る

⑳ 看護小規模多機能型居宅介護　
※①～⑦の居宅サービスを含まず、生活援助中心型訪問介護は除く

㉑ 地域支援事業の訪問型サービス
㉒ 地域支援事業の通所型サービス
㉓ 介護老人福祉施設・地域密着型介護老人福祉施設 ★2

★1　同じ月に①～⑦のサービスと併せて利用した場合、控除の対象
★2　費用の2分の1が控除の対象

介護保険に関する費用のうち医療費控除の対象となるサービス医療費控除できる
介護保険の費用

POINT

POINT

香取青色申告会無料相談

確定申告広報イベント
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お知らせ Pick UpPick Up

　
市
内
の
公
共
交
通
は
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。

　
近
年
、
利
用
者
の
減
少
や
乗
務
員
の
不
足

な
ど
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
㈱
文
山
自
動
車
の
店
舗
利
用
者

向
け
無
料
乗
合
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
地
域

の
新
し
い
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
た
場
合
、
交
通
事
業
者
と
の
調

整
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
な
い
人
で

も
、
数
年
後
に
は
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
公
共
交
通
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
公
共
交
通

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
の
公
共
交
通
を
知
る
た
め
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
2
月
3
日
㈯　
13
時
30
分
～
14
時
30

分場
所　
コ
ン
パ
ス

講
師　
　

定
員　
2
2
0
人（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

地
域
公
共
交
通
乗
務
員
募
集
合
同
説
明
会

　
香
取
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
と
市
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
共
催
で
、
市
に
関
係
す
る
公

共
交
通
事
業
者
に
よ
る
企
業
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
事
業
者
ご
と
の
個
別
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
採
用
条
件
や
養
成
制
度
な
ど
、
各
種

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
2
月
3
日
㈯　
10
時
～
16
時

場
所　
コ
ン
パ
ス

参
加
費　
無
料

考
え
よ
う
、
地
域
の
公
共
交
通

地
域
公
共
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

 

香
取
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
事
務
局　
☎

（50）
1
2
0
６

0202

　
市
内
店
舗
の
事
業
継
続
や
生
産
性
向
上
の

支
援
策
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
の
第
２
弾
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
最
大
30
％
還
元
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
得
に
買
い
物
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

対
象

　
市
内
対
象
店
舗
で
対
象
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
利
用
し
た
人（
市
内
在
住
・
在
勤
を

問
い
ま
せ
ん
）

対
象
決
済
サ
ー
ビ
ス

　
a
u
P
A
Y
、
d
払
い
、
P
a
y
P
a
y
、

楽
天
E
d
y

※
店
舗
に
よ
り
対
応
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
が
異
な
り
ま
す

期
間

　
2
月
1
日
㈭
～
29
日
㈭

※
期
間
中
で
も
還
元
額（
付
与
額
）が
上
限
に

達
し
た
場
合
は
終
了

対
象
店
舗

　

対
象
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入

し
て
い
る
市
内
中
小
店
舗（
大
手
チ
ェ
ー
ン

店
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
一
部
対
象
外
の
店
舗
あ

り
）

※
対
象
店
舗
に
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
告
知

す
る
ポ
ス
タ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
出
さ
れ

ま
す

ポ
イ
ン
ト
付
与
上
限

◇
期
間
中
の
付
与
上
限

　
5
0
0
0
円
相
当（

１
決
済
事
業
者
当
た
り
）

◇
１
回
当
た
り
の
付
与
上
限

　
1
0
0
0
円
相
当

※
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
時
期
・
有
効
期
限
は
決

済
事
業
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

最
大
30
％
還
元
！ 

香
取
市
de
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
第
２
弾

 

香
取
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
務
局　
☎
0
1
2
0（
９
２
６
）４
３
７

商
工
観
光
課　
☎

（50）
1
2
1
２

0101

▲詳細はコチラ

▲詳細はコチラ

為
ため

国
くに

 孝敏氏
NPO 法人まちづくり
支援センター代表理事
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お知らせ Pick UpPick Up

第
２
次
香
取
市
図
書
館
基
本
計
画

計
画（
案
）の
概
要

　
市
民
の
読
書
活
動
を
推
進
し
、
さ
ら
に
利

用
し
や
す
く
役
立
つ
図
書
館
を
目
指
す
た

め
、
現
行
の
図
書
館
基
本
計
画
を
改
訂
し
、

策
定
す
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間　
2
月
１
日
㈭
～
3
月
１
日
㈮

担
当
課　
〒
2
8
7
‐
0
0
0
3　
佐
原
イ

1
3
4
‐
3　
佐
原
中
央
図
書
館

　
☎

（55）
1
3
4
3　

（79）
5
7
7
9

toshokan.sa@
city.katori.lg.jp

香
取
市
地
域
公
共
交
通
計
画

計
画（
案
）の
概
要

　
市
内
外
の
移
動
が
し
や
す
く
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
公
共
交
通
網
の
形
成
を
目
指
し

た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　
2
月
8
日
㈭
～
29
日
㈭

担
当
課　
企
画
政
策
課　
　
☎

（50）
1
2
0
6　

（52）
4
5
6
6

kikaku@
city.katori.lg.jp　

香
取
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画

計
画（
案
）の
概
要

　
公
園
施
設
の
安
全
性
向
上
や
財
政
負
担
の

軽
減
な
ど
の
た
め
、
予
防
保
全
型
の
管
理
を

実
施
し
て
い
く
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

募
集
期
間　
2
月
20
日
㈫
～
3
月
15
日
㈮

　
低
所
得
世
帯
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
香
取
市
に
住
民

票
が
あ
る
世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
世
帯

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
他
の
親
族
な

ど
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
世
帯
を
除
く

必
要
書
類

◇
確
認
書
が
送
付
さ
れ
た
世
帯
…
確
認
書
な

ど◇
令
和
５
年
中
の
転
入
者
が
い
る
世
帯
…
申

請
書
、
転
入
者
の
非
課
税
証
明
書
な
ど

申
請
期
間　
１
月
22
日
㈪
～
４
月
22
日
㈪

給
付
額　
１
世
帯
当
た
り
７
万
円

申
請
方
法　
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持
参

で
香
取
市
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

担
当
窓
口

※
申
請
書
類
は
社
会
福
祉
課
・
各
支
所
で
配

布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

あ
な
た
の
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

0505

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
！ 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
）　
☎

（50）
１
２
２
４

0404
１
世
帯
当
た
り
7
万
円
を
支
給

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

 

香
取
市
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
担
当　
☎

（79）
０
７
８
0

0303
　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
、
日
頃
の

活
動
成
果
を
舞
台
で
発
表
し
ま
す
。

日
時　
2
月
11
日
㈷　
正
午
～　
開
場
11
時

30
分

場
所　
い
ぶ
き
館

出
演　
佐
原
高
校
音
楽
部
、
小
見
川
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
土
笛
の
会
、
マ
イ
レ
本
間
フ
ラ

ス
ク
ー
ル
上
野
フ
ラ
グ
ル
ー
プ
、
羽
根
川
芸

座
連
、
ピ
ア
ダ
ン
ス
和
、
お
み
が
和
よ
さ
こ

い
会
“
和
気
藹
藹
”
＆
や
ま
だ
☆
ス
タ
イ

ル
～
む
☆
学
級
生
、
小
林
千
夏
、 

吉
野
萌
、

菅
井
国
夫

同
時
開
催 

人
材
バ
ン
ク
い
ろ
い
ろ
体
験

フ
ェ
ア

　
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
に
よ
る
、
遊
び
と
学

び
の
体
験
会
で
す
。

内
容　
け
ん
玉
体
験
、
自
然
小
物
作
り
、
手

作
り
お
も
ち
ゃ
体
験
な
ど

担
当
課　
都
市
整
備
課　
　
☎

（50）
1
2
3
2

（54）
7
6
5
4

m
achi@

city.katori.lg.jp　

第
３
期
香
取
市
国
民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
及
び
第
４
期
香
取
市
特
定
健
康
診
査

等
実
施
計
画

計
画（
案
）の
概
要

　
被
保
険
者
の
健
康
保
持
・
増
進
、
医
療
費

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
現
行
計
画
を
改
定

し
、
策
定
す
る
も
の
で
す
。

募
集
期
間　
2
月
20
日
㈫
～
3
月
18
日
㈪

担
当
課　
市
民
課　
　
　
　
☎

（50）
1
2
2
8

（54）
1
1
1
7

kokuho@
city.katori.lg.jp

〈
共
通
項
目
〉

資
料
の
公
表
場
所

　
各
担
当
課
、
市
役
所
・
各
支
所
１
階

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法

　

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
担
当
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
メ
ー
ル
、
応
募
フ
ォ
ー
ム
の
い

ず
れ
か
で
提
出（
電
話
不
可
）

※
用
紙
は
各
公
表
場
所
に
設
置
の
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
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香
取
市
の
可
能
性

大
﨑
：
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
協
力
隊
に
な
っ

て
か
ら
小
野
川
や
佐
原
の
大
祭
の
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
ん
で
す
が
、
文
化
的
に
も
本
当

に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
ま
ち
だ
な
と
い
う

印
象
で
す
。
周
り
に
も
祭
り
好
き
が
多
く

て
、
大
祭
で
も
知
り
合
い
が
山
車
を
引
っ

張
っ
て
い
た
り
、
す
ご
く
楽
し
く
て
。
農
業

の
面
で
も
、
農
家
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
情

報
交
換
も
し
や
す
い
で
す
し
、
農
業
の
話
題

を
出
し
や
す
い
で
す
ね
。

市
長
：
農
業
分
野
は
、
い
ま
若
い
世
代
の
人

が
非
常
に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
て
、
新
し
い
６
次
産
業
化
な
ど
の
分
野

へ
も
投
資
を
し
て
い
た
り
、
す
ご
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
と
し
て
農
業
を
選
ん
で
も

ら
う
に
は
、
や
っ
ぱ
り
し
っ
か
り
稼
げ
る
モ

デ
ル
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
用
水
問

題
や
後
継
者
問
題
も
重
要
で
す
。
近
郊
農
業

で
香
取
の
ブ
ラ
ン
ド
が
都
市
部
に
届
い
て
い

移住・定住分野

プレハノフ　栞
し お

理
り

さん
観光振興分野
顔
か お

　冬
ふ ゆ

子
こ

さん

香取市の印象 とこれから
座談会　市長　 協力隊 移住のホンネ

　地域おこし協
力隊は、都市地

域から過疎地域
な

どの条件不利地
域に住民票を異

動し、地域ブラ
ン

ドや地場産品の
開発・販売・P

Rなどの地域お
こし

支援や、農林
水産業への

従事、住民支援
などの「地

域協力活動」を
行いながら、

その地域への定
住・定着を

図る取り組みで
す。市では

9人の隊員がそ
れぞれの分

野で活動してい
ます。

地域おこし協力
隊とは

香取市地域おこ
し

協力隊Instagra
m

日
頃
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
動
中
の

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。
市
外
か
ら
移
住
し
て
き
た
皆
さ
ん
へ
、

香
取
市
に
つ
い
て
の
ホ
ン
ネ
を
聞
き
ま
し
た
。 

普
段
な
か
な
か
話
せ
な
い
こ
と
を
、
市
長
と
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
！
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く
よ
う
、
よ
り
発
展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

正
慶
：
香
取
市
に
は
農
業
に
興
味
が
あ
っ
て

移
住
さ
れ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
も
と
も
と
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
の
に
、
気
付
い
た
ら
葉
っ
ぱ
を
見
て
何
の

畑
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
。「
農

あ
る
暮
ら
し
」
が
実
に
色
濃
く
、
深
く
生
活

に
息
づ
い
て
い
る
地
域
な
ん
だ
と
い
う
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
観
光
地

も
あ
り
程
よ
く
便
利
で
立
地
も
良
い
の
で
、

農
業
・
観
光
・
暮
ら
し
を
掛
け
合
わ
せ
た
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
の
あ
る
地
域
だ
と
思
い
ま

す
。人

の
つ
な
が
り

プ
レ
ハ
ノ
フ
：
香
取
市
の
皆
さ
ん
は
、
自
分

事
み
た
い
に
接
し
て
く
れ
て
、
も
う
ホ
ー
ム

み
た
い
な
感
じ
で
、
良
い
と
こ
ろ
に
来
た
な

と
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
地
域
に
入
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

顔
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
市
役
所
と
民
間

の
架
け
橋
の
よ
う
な
存
在
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。「
困
っ
た
事
が
あ
っ
た
ら
協
力
隊
に
連

絡
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
え
る
窓
口
が

も
っ
と
身
近
に
ほ
し
い
で
す
。
私
た
ち
も
地

域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る

し
、
信
頼
関
係
の
う
え
で
話
し
て
く
れ
る
こ

と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
問
い
合
わ
せ
の
し
や
す
さ
と
周
知
は

大
事
で
す
ね
。
観
光
で
も
商
工
で
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
市
内
に
も

伊
い

藤
と う

　友
と も

則
の り

市長
シティプロモーション推進分野
正
しょう

慶
け い

　真
ま

弓
ゆ み

さん
農業振興分野
大
お お

﨑
さ き

　拓
た く

也
や

さん

香取市の印象 とこれから
座談会　市長　 協力隊

移住・定住分野
移住相談や市内モニターツアーな
ど、移住・定住の促進に取り組む

シティプロモーション推進分野
広報取材やSNS運用など、市と協力
隊を市内外へPR

観光振興分野
新たな観光資源発掘やツアーの企画
など、市の魅力を発信中

農業振興分野
市内の農家や農業法人で研修をしな
がら、独立就農や農業の新たな可能
性を目指す

香取市地域おこし協力隊員のおもな活動

広報かとり　No.34721



市
長
：
市
の
Y
o
u
T
u
b
e
に
協
力
隊
が

一
緒
に
出
て
も
い
い
で
す
よ
ね
。
皆
さ
ん
の

露
出
も
増
え
な
い
と
。
移
住
者
が
市
に
ど
う

馴
染
ん
で
い
く
か
と
い
う
点
は
、
ま
だ
ま
だ

支
援
で
き
て
い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
移
住
者
と
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
の
掛
け
算
も
面
白
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
情
熱
や
経
験
を
も
っ
と

活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
、
行
政
側
か
ら
も
支

援
や
情
報
共
有
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
香

取
市
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

は
皆
さ
ん
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し

て
、
一
緒
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

貢
献
し
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
自
身
の
目
標

で
あ
る
独
立
就
農
に
必
死
に
向
か
っ
て
い
く

こ
と
で
、
突
破
口
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
集
中
し

て
い
き
た
い
で
す
。

正
慶
：
協
力
隊
や
市
外
か
ら
移
住
し
て
き
た

若
い
人
が
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
香

取
市
の
持
つ
魅
力
的
な
資
源
の
一
つ
。
こ
れ

が
ゆ
く
ゆ
く
は
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
の
協
力
隊
員
の
活
動
も
、
市
役
所

の
仕
事
も
根
幹
は
「
香
取
市
で
の
暮
ら
し
」

だ
と
思
う
の
で
、
分
野
や
担
当
課
関
係
な
く

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
よ
う
な
関
係
性
が

あ
れ
ば
今
後
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ

て
い
る
香
取
市
と
協
力
隊
と
、
相
互
作
用
で

よ
り
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
横
断
的
と
い
う
の
が
非
常
に
大
事
で

す
よ
ね
。
ま
さ
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

推
進
室
に
お
い
て
も
、
課
を
横
断
し
た
物
事

へ
の
挑
戦
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
期
待
も
あ
り

ま
す
。
既
存
の
概
念
を
壊
す
よ
う
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
、
今
ま
で
に
な
い
化
学
変

化
を
起
こ
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す

ね
。多

様
性
へ
の
対
応

プ
レ
ハ
ノ
フ
：「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を

使
っ
て
減
災
・
防
災
に
関
わ
る
活
動
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
海
外
か
ら
旅
行
者
と

し
て
来
る
人
も
い
ま
す
し
、
災
害
は
ど
う
し

て
も
避
け
き
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
言
語
の

部
分
で
何
か
で
き
れ
ば
。
地
域
に
解
け
込
み

な
が
ら
、
誰
も
が
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
協

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

顔
：
私
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
中
国
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま

な
発
信
を
し
て
、
香
取
市
の
P
R
に
よ
っ
て

観
光
客
と
移
住
者
を
増
や
し
た
い
で
す
。
あ

と
、
地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
に
関
わ
る
活

動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人

た
ち
と
団
結
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

座談会　市長　 協力隊 香取市の印象 とこれから

隊員みんなで香取市を盛り上げていきます！

横
断
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
企
画
し
て
人
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
り
、
新
し
さ
を
生
み
出

し
た
り
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
い
い
流
れ
を

作
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
。
皆
さ
ん
に
は
こ

の
流
れ
を
さ
ら
に
醸
成
さ
せ
、
多
様
な
変
化

を
も
た
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
た
め
に

大
﨑
：
６
次
化
な
ど
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
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香取の今昔 ――写真が語るいま・むかし

大橋（小見川）
水上スポーツの盛んな黒部川での水上スキー。

1968

2024
撮影：篠塚 榮三

　
明
治
中
頃
ま
で
物
資
の
運
搬
の
中

心
は
主
に
舟
に
よ
る
運
搬
で
あ
っ
た
た

め
、
河
川
の
維
持
・
改
修
は
、
内な
い

陸り
く

舟し
ゅ
う

運う
ん

路ろ

維
持
の
た
め
に
川
底
の
土
砂

を
取
り
除
く
浚し
ゅ
ん

渫せ
つ

な
ど
を
行
う
低て
い

水す
い

工こ
う

事じ

が
中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
明

治
25
年
鉄
道
敷
設
法
に
よ
り
、
全
国

に
鉄
道
網
を
張
り
巡
ら
せ
る
計
画
が

進
む
と
、
物
資
の
運
搬
の
中
心
は
舟

か
ら
鉄
道
へ
と
変
わ
り
始
め
ま
す
。

そ
の
頃
、
大
き
な
洪
水
が
全
国
各
地

で
頻
発
し
た
た
め
、
明
治
29
年
に
河

川
法
が
制
定
さ
れ
、
舟
運
に
必
要
な

河
川
の
浚
渫
工
事
か
ら
、
水
を
早
く

安
全
に
海
へ
と
流
れ
さ
せ
、
洪
水
を

防
御
す
る
高こ
う

水す
い

工こ
う

事じ（
河
川
の
氾は
ん

濫ら
ん

防

止
の
た
め
に
最
高
水
位
を
計
算
し
て

堤
防
の
高
さ
を
決
め
る
工
事
）へ
と
治

水
工
事
の
方
向
性
を
大
き
く
転
換
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
流
路
の
直

線
化
と
高
い
堤
防
が
造
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

利
根
川
で
は
、
銚
子
の
河
口
か
ら

烏か
ら
す

川が
わ

合
流
付
近（
群
馬
県
高
崎
市
）ま

で
約
2
0
0
km
の
改
修
工
事
が
明
治

33
年
か
ら
昭
和
5
年
ま
で
3
期
に
分

け
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
流
路
を

大
き
く
変
え
る
大
規
模
な
工
事
と
な

り
ま
し
た
。

　
当
時
香
取
市
付
近
の
利
根
川
の
流

路
は
大
倉
付
近
か
ら
そ
の
ま
ま
東
へ

直
線
方
向
に
流
れ
、
外そ
と

浪な

逆さ
か

浦う
ら

で
北

浦
と
霞
ヶ
浦
か
ら
の
流
れ
と
合
流
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
第
１
期
改
修
工

事
で
は
、
香
取
市
の
台
地
に
沿
う
よ

う
に
南
東
方
向
に
流
れ
を
変
え
て
利

根
川
と
し
て
独
立
し
、
北
浦
と
霞
ヶ

浦
の
水
を
合
わ
せ
て
常
陸
利
根
川
と

し
ま
し
た
。
当
時
の
堤
防
が
一
ノ
分
目

新
田
付
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

整
然
と
水
田
が
区
画
さ
れ
た
中
に
斜

め
に
や
や
湾
曲
し
な
が
ら
一
段
高
い
地

形
の
様
子
が
今
で
も
は
っ
き
り
と
残
っ

て
い
ま
す
。

　

第
２
期
改
修
工
事
で
は
、
石
納
付

近
で
大
き
く
北
方
向
に
蛇だ

行こ
う

し
て
い

た
流
路
を
直
線
化
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
本
来
は
地
続
き
で
あ
っ
た
地
域

が
、
利
根
川
を
挟
ん
で
南
北
に
二
分

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

香
取
市
は
、
水
郷
と
い
う
風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

な
自
然
美
と
は
裏
腹
に
水
害
の
危

険
性
を
常
に
は
ら
ん
で
い
ま
し
た
。

地
域
に
残
さ
れ
た
地
形
か
ら
も
さ

ま
ざ
ま
な
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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時
代
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流
れ
を
変
え
た
利
根
川

香
取
遺
産

一ノ分目新田の堤防跡

現
在
の
石
納・野
間
谷
原
地
区
飛
地
の
位
置

明
治
前
期
手
書
彩
色
関
東
実
測
図

（一財
）日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
に
加
筆

vol.
209

一ノ分目新田の堤防跡の位置
明治前期手書彩色関東実測図 

（一財）日本地図センターに加筆
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　先日、学生時代ぶりに小江戸マラソンに出場しました。最
後の坂がとてもきつくて歩きたくなりましたが、無事走りき

ることができました！
　やはり、走るのは爽快感があっていいですね！� （H）
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　今年も香取神宮を起点とした香取
小江戸マラソンを開催。当日は天気に
恵まれ、全国からエントリーしたラン
ナーが佐原の町並みを駆け抜けまし
た。今回も本物そっくりの仮装で駆け
抜けたランナーには来年も期待してい
ます。

　水郷佐原あやめパーク周辺の四つの
水門をスマホで撮影し、画面上に現れ
る魚を捕まえるウオークラリーイベン
ト。参加者は水門をよく観察しながら、
点検も兼ねてさまざまな角度で撮影を
していました。

　小野川沿いで開催した星空マーケッ
トにおいて、黒板アート作家のすずき
らなさんを招き、ワークショップやラ
イブペイントを実施しました。
　訪れた人が自由に描ける黒板もあ
り、プロの技を見て、自分の手で描いて
楽しみました。

　和を基調とした幻想的なイルミネー
ションで彩られた水郷佐原あやめパー
ク。よさこい演舞や夜

つくよ
弓
み

神
かぐ

楽
ら

狐
こ

之
の

灯
とう

矢
や

 
氏プロデュースによる狐火ナイト
2023、影絵劇「はらぺこプンタ」など
のイベントに多くの人が楽しんでいま
した。

　千葉工業大学包括的連携協定事業の
一環で、出前授業を開催。本物のロボッ
トを前に子供たちは大興奮。ロボット
が操作通り動く度に、歓声が上がりま
した。最先端の技術を体験しながら、楽
しく学んだ子供たち、将来は研究者に
なる人がいるのかも。

時代を感じ
小江戸を走る

歩いて、撮って、捕まえて！

水辺に流れるチョークの音

灯きらめき、狐舞う

最先端に触れよう！

12月16日12月2日～24日の土・日曜日

香取小江戸マラソン大会／香取神宮～小野川周辺 千葉工業大学出前授業／香取小学校 さわらぼ黒板アートプロジェクト／さわら町屋館

ナイトイベント灯 -AKARI- ／水郷佐原あやめパーク 水郷ウォーク！／水郷佐原あやめパークおよび周辺

香取
写真館

12月10日 12月20日 12月23日

　販路拡大と後継者のやる気発掘を目
的に、香取市米食味コンテストが開催
されました。最優秀賞に小堀哲志さん、
優秀賞に椿忠さん、内野宗彦さんが選
ばれ、会場で振る舞われたおにぎりに

「おいしい！」の声が広がりました。

香取で一番おいしい米！

11月19日

米食味コンテスト表彰式／栗源運動広場


